
データ x1 
, x2 

, …,  xn 
 に対して、新しいデータ yn= axn+b をつくる。

元のデータの平均、分散、標準偏差を x、sx
2、sx、新しいのデータの平均、分散、標準偏差を

y、sy
2、syとする。　　このとき、

①　y = ax+b   　②　sy
2 = a2sx

2　　③　sy
 = |a|sx

ここまでは、教科書にも普通に載っている。以下も覚えておくとよい。

2組のデータ x1 
, x2 

, …,  xn 
 と p1 

, p2 
, …,  pn 

 対して、新しいデータ yn= axn+b と

qn= apn+b をつくる。

元の 2組のデータの共分散を sx� 、相関係数を rx�とする。　

一方のデータのみを変換して、それともう一方のデータとの共分散と相関係数を考える。

つまり、x1 
, x2 

, …,  xn 
 と q1 

, q2 
, …,  qn 

 との共分散を sxq 、相関係数を rxq、　とする。　

さらに、新しい 2組のデータの共分散を syq 、相関係数を ryq とする。

このとき、

④ sxq =asx�　　　⑤ syq =a2sx�       　   ⑥rxq= 　     　　　　　     ⑦ryq=rx�

証明　

④　pを p1 
, p2 

, …,  pn 
 の平均、qを q1 

, q2 
, …,  qn 

 の平均とすると q= ap+b をである。

　 (x1ー x )(q1ー q ) + … 　 (x1ー x )(ap1+bー ap+b) + … 　 (x1ー x ){a(p1ー p )}+ …

　a (x1ー x )(p1ー p )+ a (x2ー x )(p2ー p ) + … 　      (x1ー x )(p1ー p )+  (x2ー x )(p2ー p ) + … 

=asx�
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変換後未変換

rx�　 a>0
-rx�　a<0　｛
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sxq = n n n==

n n== a×

データの変換について



⑤　yn= axn+b 、y = ax+bより、

        (y1ー y )(q1ー q ) + … 　 ( ax1+b ー ax+b )(ap1+bー ap+b) + … 　{a (x1ー x )}{a(p1ー p )}+ …

　a2 (x1ー x )(p1ー p )+ a2 (x2ー x )(p2ー p ) + … 　     　(x1ー x)(p1ー p )+  (x2ー x )(p2ー p ) + … 

=a2sx�

⑥  spを p1 
, p2 

, …,  pn 
 の標準偏差、sqを q1 

, q2 
, …,  qn 

 の標準偏差とすると sq
 = |a|spである。

rxq=　　 =

a>0 のとき、|a|=aより rxq=　　= rx�    　　a<0 のとき、|a|=-aより rxq=　　    = -rx�

⑦ sy
 = |a|sx、|a|2=a2なので、ryq=　　 =　　　　   =           = rx�

syq = = =
n n n

n na2= ×
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